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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第14期
第３四半期連結

累計期間
第13期

会計期間

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　１月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　１月１日
至平成26年
　12月31日

売上高 （千円） 3,863,892 4,211,771 5,182,210

経常利益 （千円） 211,696 229,208 274,496

四半期（当期）純利益 （千円） 148,343 140,683 201,545

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 167,052 132,805 245,354

純資産額 （千円） 3,050,341 3,161,235 3,128,622

総資産額 （千円） 4,071,471 4,172,847 4,129,199

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 29.62 28.09 40.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.8 72.7 72.6

 

回次
第13期

第３四半期連結
会計期間

第14期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.01 14.04

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日～９月30日）におけるわが国経済は、日本政府による経済政策等

を背景として、企業収益や雇用情勢等に改善の動きがみられ、景気は緩やかな回復基調で推移しております。世界

経済では、米国は概ね堅調に推移しており、欧州においては、緩やかな景気回復が持続した一方で、中国をはじめ

とする新興国では経済成長の減速懸念の高まりを受けて金融市場等の不確実性が高まっており、投資を下押しする

リスクが存在するなど、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　当社グループの属する制御機器業界におきましても、国内では、自動車、電機、電子部品業界が堅調に推移して

おり、海外では、欧米で設備投資需要が緩やかな回復傾向にあります。中国においては景気減速の影響により、新

たな設備投資が鈍化して低調に推移しております。

　このような経営環境の中で当社グループは、「顧客満足の追求により会社の成長を実現する」という経営方針の

もと、国内・海外（新興国）での新規顧客の開拓、中国事業の拡大、同業他社との協業など積極的な営業活動を展

開するとともに、多様化する顧客ニーズに対応すべく新製品の開発にも注力し、業績の向上に努めてまいりまし

た。

　以上の結果、当社グループの第３四半期連結累計期間の売上高は、42億11百万円（前年同期比9.0％増）、営業

利益は２億20百万円（同19.6％増）、経常利益２億29百万円（同8.3％増）となりましたが、法人税率の引下げに

伴う繰延税金資産の取り崩しの影響により、四半期純利益は１億40百万円（同5.2％減）となりました。

 

(2）財政状態の状況

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産の残高は、前連結会計年度末と比較して43百万円増加し、41億72百万円と

なりました。主な要因は、売上債権が１億63百万円、たな卸資産が95百万円、投資有価証券が１億97百万円増加し

たものの、現金及び預金が５億23百万円減少したことによるものです。

（負債及び純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の負債の残高は、前連結会計年度末と比較して11百万円増加し、10億11百万円とな

りました。主な要因は、買掛金が１億14百万円増加したものの、未払金が１億14百万円減少したことによるもので

す。純資産の残高は、前連結会計年度末と比較して32百万円増加し、31億61百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、159,901千円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,009,000 5,009,000

株式会社東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,009,000 5,009,000 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 5,009,000 － 553,241 － 560,814

 

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,008,500 50,085

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 普通株式      400 － －

発行済株式総数 5,009,000 － －

総株主の議決権 － 50,085 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

オプテックス・エフエー

株式会社

京都市下京区中堂寺粟田町

91
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,375,904 852,201

受取手形及び売掛金 1,264,893 1,428,585

製品 508,349 442,010

仕掛品 9,462 10,336

原材料及び貯蔵品 30,800 191,859

繰延税金資産 75,984 96,381

その他 226,048 284,570

貸倒引当金 △204 △179

流動資産合計 3,491,240 3,305,765

固定資産   

有形固定資産 67,400 59,470

無形固定資産   

ソフトウエア 61,365 90,892

顧客関係資産 146,977 132,401

その他 997 959

無形固定資産合計 209,340 224,254

投資その他の資産   

投資有価証券 214,134 429,679

繰延税金資産 78,439 84,645

その他 68,643 69,032

投資その他の資産合計 361,218 583,357

固定資産合計 637,959 867,082

資産合計 4,129,199 4,172,847

負債の部   

流動負債   

買掛金 290,423 404,550

未払法人税等 116,901 58,392

賞与引当金 20,010 77,686

役員賞与引当金 － 15,882

その他 307,992 164,093

流動負債合計 735,328 720,605

固定負債   

役員退職慰労引当金 109,509 121,166

退職給付に係る負債 155,739 169,840

固定負債合計 265,248 291,006

負債合計 1,000,576 1,011,611
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 553,241 553,241

資本剰余金 560,814 560,814

利益剰余金 1,846,122 1,886,627

自己株式 △62 △77

株主資本合計 2,960,116 3,000,606

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,754 8,603

為替換算調整勘定 27,403 23,184

その他の包括利益累計額合計 37,158 31,787

新株予約権 18,711 18,711

少数株主持分 112,637 110,130

純資産合計 3,128,622 3,161,235

負債純資産合計 4,129,199 4,172,847
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 3,863,892 4,211,771

売上原価 2,234,741 2,368,315

売上総利益 1,629,150 1,843,456

販売費及び一般管理費 1,445,221 1,623,429

営業利益 183,929 220,027

営業外収益   

受取利息 1,033 485

受取配当金 184 223

技術指導料 3,600 3,600

持分法による投資利益 12,854 17,951

為替差益 11,237 －

その他 2,388 245

営業外収益合計 31,298 22,506

営業外費用   

売上割引 2,499 1,742

為替差損 － 11,478

その他 1,032 103

営業外費用合計 3,531 13,324

経常利益 211,696 229,208

特別損失   

固定資産除却損 118 164

特別損失合計 118 164

税金等調整前四半期純利益 211,577 229,043

法人税、住民税及び事業税 116,443 114,124

法人税等調整額 △47,617 △25,528

法人税等合計 68,826 88,595

少数株主損益調整前四半期純利益 142,751 140,448

少数株主損失（△） △5,592 △235

四半期純利益 148,343 140,683
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 142,751 140,448

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16,045 △1,151

為替換算調整勘定 8,255 △6,491

その他の包括利益合計 24,301 △7,642

四半期包括利益 167,052 132,805

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 169,755 135,312

少数株主に係る包括利益 △2,703 △2,507
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【注記事項】

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率等

の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は従来の35.39％から平成28年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

32.97％に、平成29年１月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、32.21％とな

ります。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は10,066千円減少し、法人税

等調整額が10,470千円、その他有価証券評価差額金が403千円それぞれ増加しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

減価償却費 45,591千円 49,560千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月20日

定時株主総会
普通株式 50,090 10 平成25年12月31日 平成26年３月24日 利益剰余金

平成26年８月１日

取締役会
普通株式 50,089 10 平成26年６月30日 平成26年９月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月20日

定時株主総会
普通株式 50,089 10 平成26年12月31日 平成27年３月23日 利益剰余金

平成27年８月５日

取締役会
普通株式 50,088 10 平成27年６月30日 平成27年９月２日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

　当社グループは、工場の製造ラインや物流、搬送業のラインの自動化、省力化のための産業用センサ、検査

装置について包括的な事業戦略を立案し、事業活動を展開しており、産業機器用製品の開発、設計、製造、販

売並びにこれらの付帯業務の単一事業であるため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 29円62銭 28円9銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 148,343 140,683

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 148,343 140,683

普通株式の期中平均株式数（株） 5,008,954 5,008,894

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　平成27年８月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………50,088千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年９月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月５日

オプテックス・エフエー株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　泰蔵　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　朋之　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオプテックス・

エフエー株式会社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年７

月１日から平成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オプテックス・エフエー株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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